
「トライやる・ウィーク」の本来の趣旨を知ろう 

「トライやる・ウィーク」は２つの大きな出来事を契機として実施することにな

りました。１つは、平成７年１月の阪神・淡路大震災です。この地震は、自分や

他人の命、人権を尊重する心、ボランティア精神、共に生

きることの大切さなど多くの教訓をもたらしました。さ

らに、平成９年には、神戸市須磨区で大変痛ましい事件

が発生しました。この事件は、人間としての在り方・生き

方をあらためて考えさせられるとともに、社会生活上の

ルールや倫理観の育成、善悪の判断、自己責任の自覚や

自律・自制の心を育てるなど「心の教育のあり方」の大切さを再確認することに

なりました。さらに、「トライやる・ウィーク」という言葉には、「挑戦する→ト

ライ」とともに「学校・家庭・地域社会の三者の連携：トライアングル」の意味

もこめられています。地域での体験、各事業所の方との関わりなどを通して、豊

かな感性や創造力などを自分から高め、自分なりの生き方を見つける機会として

「トライやる・ウィーク」が始まりました。

【トライやるに関するスケジュール】 

①文化祭が終わったらすぐにトライやるの取り組みが始まります。24 日（月）

26 日（水）27 日（木）の 3 日間でお世話になる事業所へ最終の打ち合わせ

のために電話連絡を行います。以前に電話のかけ方などをプリントで確認し、

話す内容も考えてもらいました。事業所の方は仕事の時間を割いて、きみたち

の電話の対応をしてくださりますのできちんと準備しておくようにしよう。

②25 日（火）にはトライやるの保護者説明会を実施します。

③31 日には講師先生を招いてトライやるにむけてのマナー講習会を行います。

最近、制服の着こなし、名札、身の回りの整理整頓、言葉づかいなどいい加減

になっている人がいます。だれにも迷惑をかけていない・・・と思う人もいる

かもしれませんがそんなことはありません。雰囲気を悪くしていることに気が

付いてほしいですね。今の状態で大丈夫ですか？社会体験をさせていただくに

あたって、これを機にルールやマナーの大切さを考えてもらえたらと思います。 
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おもに先週、先々週に各地で東播大会が開催されました。市の大会を勝ち抜いた

東播磨地区の代表たちが熱戦を繰り広げました。そんななか勝ち上がった人やチ

ームがあります。がんばりました！県での健闘を祈っています。（陸上・水泳は開催ずみ）

男子ハンドボール部 団体 女子ハンドボール部 団体

陸上競技部     個人 〇〇〇〇〇 〇〇〇〇〇

水泳競技      個人 〇〇〇〇〇

女子ソフトテニス部 個人 〇〇〇〇〇／〇〇〇〇〇 組

☆自分の合唱する位置をチェックして保護者の方に渡しましょう！

 【保護者の皆様にご連絡】

①文化祭入場証の確認（青色の紙で文化祭のお知らせを印刷して２枚ずつ配布しています）

感染防止対策として入場制限をしております。お子様から２枚とも受け取り、当日ご来校

の際に必ずご持参なさるようお願いします。プログラムに体温を記入する欄があります。

ご記入の上、ご来校ください。

②１０月２０日（木）、２１日（金）はお弁当が必要になります！
お弁当の準備をよろしくお願いします。また、家を出る前に必ず確認お願いします。

③文化祭当日は、２年生保護者の方の体育館の入場は１０：５０です。

展示見学は１０：５０～１１：３５です。それ以外の時間は鑑賞できません。
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